
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「明治期・愛知県における流行歌謡小冊子の

出版  ― 岡崎・鳳仙堂の薄物唄本を中心に」 

かたり： 浦部 幹資 氏（元愛知県図書館） 

第42回 平成30年3月6日（火）午後6時から 
名古屋大学中央図書館 2 階ディスカバリスクエア 

 江戸時代後期から明治末にかけて、木版、和綴で表紙に絵が描かれた 10 ページ程度の流行

歌謡の小冊子が各地で数多く出版された。愛知県でも明治 10 年代後半から同様の小冊子が出

版される。中でも岡崎の本屋鳳仙堂は明治 20年頃から 40年頃にかけて歌舞伎、講談などで良く

知られた話、巷でおこった心中・殺人事件、日清・日露戦争などを題材に、400 点近くのかぞえ唄

やくどき節を出版した。鳳仙堂の唄本作りと頒布、人々の享受の仕方を探り、明治の民衆文化、

書籍文化の一端を提示する。 

名古屋大学附属図書館友の会 
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後援 名古屋大学附属図書館， 

同研究開発室 

参加無料 

申込不要 
会員以外の方 

も歓迎します 

 


